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○想定氾濫区域内の面積、人口、資産のシェアについて
※想定氾濫区域とは、洪水時の河川の水位（計画高水位）より地盤の
高さが低い沿川の地域等河川からの洪水氾濫によって浸水する可能
性が潜在的にある区域をいう。
　標記について、平成2年時点の現況（国勢調査等）を平成7年に
まとめた調査からは、以下のとおり

・想定氾濫区域の面積については、平成2年に1級水系と2級水系
の当該面積を調査

・面積比率（平成2年）
　31,522k　（想氾）／377,700k　（全国）Х100＝約8％
・人口比率（平成2年）
　6,811万人（想氾）／12,275万人（全国）Х100＝約53％

○資産関係
・平成2年全国総資産額は、国民経済計算の純固定資産等より推計
　（A）　約1,143兆円
・平成2年想定氾濫区域の資産額は、同区域内の一般資産額
　（家屋資産、家財資産、農漁家資産、農業生産額、事業所資産）と
社会資本ストック額から推計
　（B）　約813兆円
・資産比率（平成2年）　（B）／(A) Х100＝約71％
　※なお、前回調査（昭和60年時点）は約75％

①　自然条件

②　地形条件
きゅう しゅん

　わが国は、世界でも有数の多雨地帯・アジアモンスーン地帯に位置し、年間平均降水量は1,718ｍｍで世界

平均降水量約807ｍｍの約2倍と恵まれています。しかし、狭い国土に人口が多く、一人当たりの降水量は、世

界平均の1/3程度であり、決して豊富とは言えません。また、日本の降雨量は梅雨期と台風期の短期間に集中し

ているため、河川の流況は常に安定しているとも言えません。日照りが続くと川の水は少なくなり、水不足となっ

て生活や経済活動に大きな影響を与えます。

　わが国の地形は急峻のため、河川は急勾配となり、川の流れは速く勢いがあります。

　このため、大雨が降ると川に水が一気に流れ出し洪水となります。

③　社会条件

　諸外国の多くの都市では、市街地の最も低いところを川が流れていますが、日本の都市では、市街地より高い

ところを流れる川が多く、そのため、日本では堤防の決壊や、浸水による被害が大きくなりやすい特徴があります。
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●東京と江戸川・荒川・隅田川

標　

高
（m）

標　

高
（m）

信濃川

吉野川

筑後川

安倍川

常願寺川

1,000

800

600

400

200

0

標高
（m） 河口 200 400 600 800 1,000 河口からの距離（km）

北上川

ロアール川

ライン川

コロラド川

メコン川

利根川

セーヌ川

74万人 
501mm （1971～1996年）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

200

250

150

100

50
雨量
（mm）

1,247万人 （区分は848万人）
1,467mm （1971～2000年）

200

250

150

100

50

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112
雨量
（mm）

801万人 
1,123mm （1971～2000年）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

200

250

150

100

50
雨量
（mm）

707万人 
751mm （1971～1998年）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

200

250

150

100

50
雨量
（mm）

サンフランシスコ東　京

ニューヨーク ロンドン

■世界各国の降水量 ■都市の人口と年間降水量

総務省統計局統計研修所編： 「日本の統計2007」「世界の統計2007」
国立天文台編：「理科年表平成19年」、丸善、U.S Census Bureau（米国商務省国勢調査局）、東京都総務局統計部

■洪水の継続時間と単位流域面積当たり
の洪水流量

■各国と日本の河川縦断勾配の比較

■河川洪水位による比較

■日本は氾濫区域内に人口が集中している
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出典：平成19年版「日本の水資源」（国土交通省土地・水資源局水資源部）
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※枠内の数字は、最大流量と最小流量の比率（最小流量／最大流量）。
※水の利用は、暫定水利権も含めた全水利権量。ただし、淀川については、琵琶湖周辺域の水利用分は除く。
※資料：流量年表（H6～H15）および河川便覧2006より作成。

最大流量 水の利用量 最小流量

1,000m3/ｓ
[流量のスケール]
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海水等
97.47％

 約13.51億km3

地球上の水の量
約13.86億km3

氷河等
1.74％

約0.24億km3

地下水
0.76％

約0.11億km3

河川、湖沼等0.01％
約0.001億km3

出典：平成19年版「日本の水資源」（国土交通省土地・水資源局水資源部）
　　 ※南極大陸の地下水は含まれていない。
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出典：国土交通省河川局
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　　　　が必ずしも渇水発生地区数となってはいない。
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④　水資源の概要

●地球の水資源

　地球に存在する水の量は、およそ14億 km3であ

ると言われています。そのうちの約97.5%が海水で

あり、淡水は約2.5%です。この淡水の大部分は南・

北極地域等の氷として存在しており、地下水を含め河

川水や湖沼水として存在する淡水は地球上の水の約

0.8%に過ぎません。このうち、利用することが比較

的に容易である河川や湖沼等に存在する水の量は地

球上の水のわずか約0.01%です。

●日本における渇水の発生状況

　渇水の発生は、近年においても解消しておらず、多

数の地区で渇水が頻発しています。今後、異常渇水

時の対応を含め、より安定した水供給の確保を行って

いく必要があります。

●世界のダムの貯水容量の比較

■最大流量・最小流量および水の利用

　日本の川は、最大流量と最小流量の差が大きく、人間が使っている水の利用量は、最小流量をはるかに上回っ

ています。

■アメリカにおいて撤去されたダム ■日本において撤去されたダム
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撤去された（撤去中を含む）467ダムのうち、ダム高が判明している
364ダムについて作成。うちダム高15ｍ以上のダム数：26ダム（7％）

※出典：アメリカンリバーズホームページによる

Q A&Q A&
■ 水需要がないのにまだダムをつくるのですか？ Q
A.

近い将来、人口の減少に伴い、水需要も
減少すると思われがちですが、実際には

生活用水の使用量は文化水準、生活水準の向上
（トイレの水洗化など）とともに多くなる傾向が
あり、今後も水需要は増加していくと考えられま
す。また、近年は少雨傾向であり、年降水量の
バラツキも大きくなっている状況を考えると、今
後もダム等による安定した水供給は不可欠なも
のと考えます。

■ アメリカでは「ダム建設の時代は終わった」との発言があり、
また、多くのダムが撤去されていると聞きましたが、本当ですか？ Q
A.

平成12年3月に出された「公共事業の個別事業内容・
実施状況等に関する予備的調査についての報告書」（衆

議院調査局）によると、「米国連邦政府および州政府においてダ
ム建設を全面的に中止・休止したわけではなく、西部の州におい
ては現在も州政府により大型ダムを建設中である」とされています。
　また、国際大ダム会議（ICOLD）が1999（平成11）年9月
にまとめた資料によると、カリフォルニア州などの水需給の逼迫
している地域などで、42ダムが工事中とされており、2003年
3月の第3回世界水フォーラム（WWF）では、国際大ダム会議
より1998年から2001年までにアメリカで完成したダムは、
36にものぼると発表しています。

　一方、米国の民間団体（アメリカンリバース）の調査によると、
撤去されたとされる467施設の中で、撤去した施設の高さが分
かっているもの（364施設）の9割以上が、高さ15m未満の、
わが国では「ダム」とはよばず「堰」とよんでいるものです。そ
の多くが、発電、レクリエーションを目的としたもので、治水など
人命・財産に関わるものは少ないのが実態です。なお、わが国で
も農業用水の取水用の堰などについて、老朽化、合理化等の理
由により撤去された例は、466施設（平成19年3月31日現在）
あります。
　また、日本と米国では、気象状況（年降雨量）やこれまでのダ
ム整備状況（貯水容量）は異なります。

■日本の年降水量の経年変化

（注） 1. 気象庁資料に基づいて国土交通省水資源部で試算した以下の全国
            51地点の算術平均値

地点名： 旭川、網走、札幌、帯広、根室、寿都、秋田、宮古、山形、石巻、福島、
伏木、長野、宇都宮、福井、高山、松本、前橋、熊谷、水戸、敦賀、岐阜、
名古屋、飯田、甲府、津、浜松、東京、横浜、境、浜田、京都、彦根、下
関、呉、神戸、大阪、和歌山、福岡、大分、長崎、熊本、鹿児島、宮崎、
松山、多度津、高知、徳島、名瀬、石垣島、那覇

 2. 折れ線（青線）は年降水量、折れ線（緑線）は5ヶ年の移動平均、直線は
　  トレンド （回帰直線による）を示す
 3. 各年の観測地点数は欠測や観測開始年等により必ずしも51地点ではない

■生活用水使用量の推移（有効水量ベース）

生
活
用
水
使
用
量

一
人
一
日
平
均
使
用
量

（注）１． 昭和50年以降は国土交通省水資源部調べ。
　    ２． 昭和40年及び昭和45年の値については、「水道統計」（厚生労働省）による。
　    ３． 有効水量ベースである。
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全体施設数：466施設

※国土交通省河川局河川環境課調べ（平成19年3月31日現在）
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